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熊本環状道路 地方道 熊本県事業名 事業 事業
くまもとかんじょう

区分 主体一般県道砂原四方寄線（池 上工区）
す な は ら よ も ぎ いけのうえ

起終点 延長自：熊本県熊本市池上町
くまもと いけのうえ

４．６km至：熊本県熊本市花園７丁目
くまもと はなぞの

事業概要

熊本環状道路は熊本都市圏における｢２環状１１放射道路網計画｣の外環状道路を形成する延長約

３０kmの地域高規格道路である。

池上工区は、現在事業中である一般県道砂原四方寄線花園工区と一体となって、熊本環状道路の

西側（西環状）を構成する延長４．６ｋｍの道路である。
事業の目的、必要性

本路線は熊本都市圏の環状道路網を形成する道路であり、熊本市中心部に流入する通過交通を分

散・導入し、都市内交通の円滑化を図るとともに、現在整備が進められている九州新幹線「熊本駅

西口」へのアクセス向上及び駅周辺のまちづくりに大きく貢献するものである。
全体事業費 １５０億円 計画交通量 １７，９００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

４．６ １１９億円 ５４６億円 平成１６年分析結果

１１７億円 走行時間短縮便益：４２３億円事 業 費：

２億円 走行費用減少便益： ７３億円維持管理費：

交通事故減少便益： ５０億円
事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（熊本都市圏の交通円滑化、新幹線熊本駅へのアクセス向上）

・国土地域ネットワークの構築（地域高規格道路熊本環状道路の一部として位置付け有り）

他６項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

熊本環状道路は熊本都市圏の交通円滑化に不可欠であり、産業や観光等の振興を図る重要な路線

であることから、熊本市等２市８町及び県内経済団体等で構成される「地域高規格熊本環状道路建

設促進期成会」による整備促進の要望（平成１６年１１月）等を受けている。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


